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シ ョ ウブ根 ， セ キ シ ョ ウ根 に 関する生薬学的研 究 （1）

日本産 Acorus 　c αlamus お よ び A ．　gr α mineus 根茎の
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　By　 anatomical 　and 　chemical 　investigations　of　Acori　rhizomes 　collected 　in　Japan，　the　followings
were 　clarified．（1）Anatomicarly，　Aconts　graminet ｛s　and ∠4．　 cala “ntts　were 　clearly 　distillguished　from

each 　 other 　by　plotting　the　 maximum 　 number 　of　parenchyrna　 cells 　around 　 an 　intercellular　 space

against 　the　 maximum 　diameter　 of 　fiber　bundles．（2）Gas 　 chromatograms 　 of　 essential 　 oils 　of 　A
graminetts　always 　showed 　peaks　of 　phenylpropanoids 　mainly 　consisting 　of　ZLasarone，　but　did　not
show 　any 　peak　of 　sesquiterpenoids ．（3）In　the　case 　of　essential　olls　of　A ．　catamas ，　two 　chemQtypes

，

type　A （consisting 　mainly 　of − asarone ）and 　type　B （consisting　mainly 　of 　a　mixture 　of　sesquiter ・

penoids ），　 were 　observed ，　 with 　 some 　being　their　interrnediates，　but　they 　 all　 contained 　peaks 　 of

sesquiterpenoids ．　 Thus，　 A ．　 calamt ｛s　 and 　 A ．　graminetts 　 were 　distinguishable　by　 the　 presence 　 or

absence 　of 　sesquiterpenoids 　in　their　essential 　oils．

　Keywords − Acori　 rhizome ； essential 　 oil ； chemotype ； anatomical 　 study ； Acoras　 calamtcs ；

Aconts　graminezas

　サ トイモ 科 （Araceae）の Acoms 属植物 は ， 古来世界各

地 で 薬 用 に 供 さ れ て お り，中国医学 で は 『神農本草経』
1）

の

上 品 に 「昌蒲 」 の 名称 で 収 載 され，鎮 静，鎮 痛，健胃薬な

どに 用 い る と され た．後に 本植物 の 原植 物 と して Acorus

calamzas 　LINN，（シ ョ ウ ブ）お よび A．　graminezas　SOLAND （セ

キ シ ョ ウ）が あ て られ，中薬 大 事典 で は 前者 に 「白菖」，「水

菖蒲」， 後者 に 「石 菖蒲」の 名称 を与えて い る
2）．現在 わ が

国 の 市場 で 「菖蒲根」と称す る もの は A ．calamzas ， 「石 菖 根 」

と称す る もの は ・4．graminezasの そ れ ぞ れ 根 茎 で あ る と さ

れ て い る．ア ユ ル ヴ ェ
ーダ で は A ．calamzas の 根 茎 を ， 咳 ，

偏頭痛，精神障害，鼻 カ タ ル ， 痔 疾 ， 消 化不良 ， 便秘 ， 小

児 の 下 痢 な ど に 汎 用 して い る
3 ）．ま た，ヨ

ー
ロ ッ

パ で は

sweet 　flagの 名称 で 胃腸薬 とさ れ ， 胸 焼け， 消化不良 ， 粘

膜 カ タ ル な ど の 治 療に 利 用 し て お 04），そ の 精 油 は

calamus 　oi1 と して，主 に ア ル コ
ー

ル 飲料 の 着香に 用 い て

い る
5｝．ま た 漢方で は 「石 菖蒲」は ， 鎮痛，鎮静，健 胃，駆

虫薬 な ど と され ， ま た ， 耳鳴 り，うわご と 頭 痛，瘍腫 な ど

の 治療 に も用 い られる
6）．

　わが 国 で は，「石菖根」を 「日本薬局方外生 薬規 格」に 収

載 し薬用に 供す る が ，「菖 蒲根 」は薬用 で は な くもっ ぱ ら浴

用剤製造原料 とさ れ，まれ に 民間 で健忘症 治 療に 用 い られ

る の み で あ る．現 在 ， 両 者 は ほ とん どが中国 ， 東南 ア ジ ア

な ど か ら輸 入 され て お り，年間輸入 量 は 「菖蒲根」 の 方が

多い ．市 場 に は ， 通 常 ， 根 茎部の み を 10cm 位 に 切 っ て 乾燥

した もの や ，
フ レ

ー
ク状の もの が 流通 して お り，一

見 して

両者 の 区別は つ き難 く，両種が 混在 して い る可能性が 高い ．

　 こ の ような 背景か ら，木村 ら
7）

は シ ョ ウ ブ とセ キ シ ョ ウ

の 根茎 の 内部形態的識別法を提案す る と と もに ， 市場 に は

実際 に 両種 が 混 じっ て 出回 っ て い る こ とを報 告 して い る．

　両種 の 精 油 成 分 組 成 に つ い て も，古 くか ら検 索 され て お

り，藤 田 ら
8）は 近 畿 中 国 地 方 産 の も の に つ い て

，
A ．

graminezasは Z−asarone （1勿 の み を含 む が，　 A ．　 calamzas

は ー asarone （1勿 を 主 成 分 と す る もの の Z−methyliso ・

eugenol （3勿 も含 む と述べ て い る．一方，成書
9｝に よれ ば，
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A ．calamzas は，産 地 に よ っ て 精油成分組成 が 大 き く異 な

り，イ ン ドを は じ め と す る ア ジ ア 南部 産 の も の は ，
Z−

asarone （IM を主成分 と し他 の 成分 をほ とん ど含 ま な い

が，ヨ ー
ロ ッ

パ 産 の もの は，Z−asarone （IM をほ とん ど含

まず，テ ル ペ ン 類 の 混合物 で あ る と さ れ て い る．従 っ て
，

近 畿中国地 方産の 株 に 限 らず，シ ョ ウ ブ の 精油成分 に は さ

らに 複雑 な 変異の あ る こ とが 予測 され た。

　 そ こ で ， 本 報 で は，両 生 薬 を 明 確 に 整 理 す る た め の 基礎

的研 究 と して ， ま ず 日本各地 産 の シ ョ ウ ブ お よび セ キシ ョ

ウ根茎 の 内部形態 と精 油 成分 組 成 に つ い て詳細 に検討した。

　そ の 結 果，両 者 の 比 較 組 織 学 的 な 鑑 別 法 と し て，従来

法 η よ りさ ら に適 した方法 を見 い だ した。また，精油成分 に

つ い て は 日本産 シ ョ ウブ は その 成 分 組 成 に か な りの ば らっ

きが ある が ，基 本 的 に は asarone を主 成 分 とす る タ イプ A

と，asarone 含量が 低 くセ ス キ テ ル ペ ン 類 を主 要成分 とす

る タイプ B の 二 つ の chemotype に 分 類 さ れ，多くは こ の 二

つ の 混合 型 （M ＞ とみ な す こ とが で き た．ま た，化 学分 類

学的 に は，シ ョ ウ ブ に は 必 ず セ ス キ テ ル ペ ン 類 が 含 まれ る

こ と で，それらを全 く含 まない セ キ シ ョ ウ と明確 に 区別 さ

れ た ．

実　験　材　料

　下記の 各大学付属薬用 植物 園 で栽 培，も し くは そ の 周 辺

に 自生 す る株 を 7 〜10月 に 採 集 し，実験 材料 と した．すべ

て の 試 料 は 金 沢 大学薬学部生 薬学教室お よび 薬用植物園の

資料室 （KANP ）に 保管 され て い る．（ ）内 の 番号 は 本研

究 に お け る試 料番号 を，［ ］内 の 番 号 は 標 本 番 号 を示 す．

以下，大学名の み の もの は 当該薬 用 植物 園 で の 栽培 品 で あ

る．

　 Acorus 　calamtes 　LrNN．

　（1）大阪薬科大学．A   ．1994，［9401］；Osaka　C．（2）金

沢大学．Sep．9．1994，［9402コ；Kanazawa 　U．（3＞石 川 県

金沢 市寺井 町 自生 品．Ju1．16．1994，［9403］；Kanazawa ．

（4）石 川県 山 中町大 日山麓 自生 品．Jul．10．1994，［9404］；

Yamanaka ．（5）九 州 大 学．　 Oct．1994，［9405］； Kyushu　U ．

（6）神戸学院大学．（栽培 品 ： 元神 戸 市西 区玉 津 町 自生 株）

Oct．1994，［9406］；Kobe −Gakuin 　U ．（7）静岡県立 大学．

（栽培品 ：元 清水市宍原 自生 品 を1993年夏に 採集＞Aug．22．

1994，［9407］；Shizuoka　U．（8）摂南大学．（栽培 品 ：神奈

川 県 箱根 湿 性 花 園 か らの 譲渡株）Ju1．28．1994，［9408］；

Setsunan　U．（9）仙台市青葉区大倉採集 品．　Aug ．1．1994，

匚9409］　； Sendai−1 ．（10）仙台市大和町宮床採集 品．　 Aug ．

1．1994，［9410］；Sendai−2 ．〔11）東北大学．　Aug ．1．1994，

［9411］；Tohoku 　U ．（12）徳島文理大学．（栽培 品 ：名城 大

学 か ら の 譲 渡株）A   ．6．1994，［9412］；Tokushima−Bunri

U ．（13）富 山医科 薬 科 大学．Aug．1．1994，［9413］；Toyama

U ．（14）名古 屋 市立 大学．Aug．1994，［9414］；Nagoya　CU ．

（15）福岡大学．Aug，1994，［9415］； Fukuoka　U ．（16）福

山 市学 園 町 （大学 構 内 自生 品）。Jul．29．1994，［9416］；

Fukuyama ．（17）北 海道医療大学．　Aug．1．1994，［9417］；

Hokkaido 　 HU ．（18）北 海 道 大 学．　 Oct．1994，［9418］；

Hokkaido 　U ．（19）北 陸 大 学．　 Jul．11．1994，［9419］；

Hokuriku 　U．（20＞武 庫 川 女 子 大学．（栽培品 ：京都薬科大

か らの 譲渡株）Aug ．　L 　1994，［9420］；Mukogawa 　U ．

　 Acorus 　gr α mineus 　SOLAND

　（21）大阪薬科大学．A   ．1994，［9421］；Osaka　C．（22）石

川県金沢市東荒谷町自生 品．Jul．1994，［9422］；Kanazawa．

（23）金沢 大学．Jul．1994，［9423］；Kanazawa 　U ．（24）神

戸薬科大学．（栽培品 ：元六 甲 山の 自生株）Ju1．27．1994，

［9424］；Kobe　PC．（25）神 戸 学院大学．（栽 培 品 ：元 兵 庫県

上 郡町三 濃山自生 株＞Oct．1994，［9425］；Kobe −Gakuin 　U ．

（26）静岡県立 大学．（栽培 品 ：元静岡市小鹿 自生株）Aug．

22．1994，［9426］｝Shizuoka　U ．（27）摂南大学．（栽培 品 ：

元 千 葉 県安房 市 三 芳村 自生 株）Jul．28．1994，［9427］；

Setsunan　U．（28）仙台市青葉区作並 自生品．　Aug．1．1994，

［9428］； Sendai．（29）東北大学．　 Aug．1．1994，［9429］；

Tohoku　U．（30）富 山 医科薬科大学．　Aug．1．1994，［9430］；

Toyama 　MU ．（31）名古屋市立 大学．　 Aug．1994，［9431］；

Nagoya　CU ．（32）福岡大学．　Jul．1994，［9432］；Fukuoka

U ．（33）福 山大学．Jul．29．1994，［9433］；Fukuyama 　U ．

（34）北 海 道 大 学．Oct．1994，［9434］； Hokkaido　U．（35）

北陸大学．Jul．11．1994，［9435］；Hokuriku　U．（36）武 庫

川 女 子 大学．Aug ．1．1994．［9436］；Mukogawa 　U．（37）

九州大学．Aug．1994，［9437］；Kyushu 　U．

実　験　方　法

　 1．　 組 織 形態学的 観察

　a ）種 の 同 定　A ．calamttS と A ．　gramineus は，それらの

葉 を 観 察 す れ ば，中 央 に 隆 起 し た 中肋 が あ る か （A ．

oα勧 撚 ），な い か （A ．　graminet｛s）に よ っ て 容易 に 区別 さ

れ うる
1°）．

　b）内部形態　葉 の 形態か ら種 を確定 した個 体 に つ い て，

根茎 の 外 形，断面 の 性質，横 切 面 に お け る 内 部 組 織 を

TABLE　Iに 示す各項 目に つ い て観察 し比 較 した．

　2． 精油成分 の 分析

　a）  ／MS 分析　分析 試 料 の 調製 ；組 織 形 態 学 的 に 種

を同定した根茎 を室温 で 1 週間以上風乾 し，そ の O．5〜1．O

g を hexaneで 加熱 環流抽出 （2時間 × 2 回）．抽出液 を合

して 溶 媒 を留 去 ．残 渣を
一30℃ で 冷凍保存．こ れ を用 時1．O

Ing ／ml に な る ように acetone に 溶解 し，分析試料 と した．

　 ピークの 同 定 ：Chart　 1に 示 す 8種 の 成分 に つ い て，キ

ャ ピ ラ リーGC に お け る保持時間 （RT ．）お よび マ ス ス ペ

ク トル （MS ）を標 品 と比較 して 同定 し た．また，セ ス キテ

ル ペ ン （5）， （6）に つ い て は 試 料 2 よ り薄層ク ロ マ トグ ラ

（260）
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駕〕〔流 ：：：〕〔〉
》

：：：〕ザ ：：：〕〔）
A ／

／

asarene （1Z，　IE）

幅
preis  alamendiol ｛5｝

　 　 Chart　1．

　 MeOelemicine

（2｝

瓣
shyobunone ｛6）

Z 」rnethyliSeeUgenOl （3Z｝

〈：柄
　 　 epishyobunone （7）

methyleugenol  

Major 　Constituents　in　the　Essentia10il　of 　Acori　Rhizome

TABLE　I．　 Anatomical　Characters　of 　the　Rhizome　of 　Acoras　calamtts 　and 　A ．　gramineus

Elements Aconts　calamt ｛Sl｝ Aconts　graminettsi
’）

Diameter　of 　rhizome （A ）

　Long （mm ）

Short （  ）

Diameter　of 　central 　cylinder （B ）

　Long （mm ）

　Short （mm ）

BfASpecific
　gravity

Corky 　cell

Cortex
　Parenchyma 　cell ［short （μ m ）× rong （μ m ）］

　Oil　 cell （μ m ）

　 Fiber　bundre

　　Diameter （μm ）

　　Crystal
　 Vascu正ar　bundle

　　Diameter 匚short （μm ）× long （μ m ）］

　 Fiber　bundle　 and 　vascular 　bundle
　 　Number 　of 　bundles　without 　vessel

　 　Number 　of　bundles　 with 　vessel

　Number　of 　parenchyma 　cells 　around 　an 　intercellular　space

Central　cylinder

　Diameter　of 　vascular 　bundle ［short （μ m ）xlong （μm ）］

　 Fiber　bundle
Number 　of　chromosomes （2n）

4．5−22，03
．4−18．0

匚
J

　

　

I

・
07

12
軌

叺

1
＋

び

 

瞼

≦

21

　　・

　

　

0

35−60× 50−75
　 45−90

60−100
（
一）一＋

120−310× 110−540

闢

讐

2

120−400× 205−700
　 （

一
〉
一＋ ＋

　 　 　 44

3．5−9，03
．0−8．0

L8 −8．Ol
．1−2．50
．23−0．94

　 ＞ 1
− 一

十 十

35−55x40 −65
　 50−75

100−155
十
一
十 十 十

105−250x145 −290

140−40216
−674
−10

145−350× 190−395
　 　

− 一
十

　 　 　 22

a） 46samples　were 　investigated．　b）16　samples 　were 　investigated．

フ ィ
ー

で 分 取 し，

iH −NMR で 構造 を確認 した．

　各成 分 の 定量 ：試料溶液 1μ1を以 下 の 条件 で GC ／MS

分 析 を行 い
，

ピ
ー

ク 面積 百 分 率 よ り含 量 を算出 した．

　分 析機器 お よび 条件 ： GC ： Hewlett 　 Packard 　 5890

11，column ： HP −5 （crosslinked 　5％ PH 　ME 　Silicone），30

m × 0，32mm ，　column 　temp ．：90℃ → 220℃ （5℃ ／min ），inj．

temp．： 250℃，sep ．　temp ．；230℃ ，carrier 　gas ： He　1．2ml ／

min ，　MS ：JMS−AX5 ．

　3．染色 体 の 観 察

　根端 を 2mM の 8−hydroxyquinoline 溶 液 に 浸 し，室温 で

24時間 前処 理 し，エ タノ
ー

ル ：酢酸 （3 ：1）混 液 を用 い て ，

室 温 で 24時 間 固定 した ．固定 した 根 端 を ， 1．0％ cellulase

R −10（生化学工 業）と0 ．5％ pectolyase　Y −23 （Sigma ）の 混

液 （pH 　5．5） で，37℃，30分間酵 素処 理 後 ，
ス ラ イ トガ ラ

ス 上 で 炎 乾 し，2 ％酢酸 オ ル セ イ ン を 用 い て 染色．顕鏡下

に 観察 した ．

結果 お よび 考察

　 1．組 織 形 態学的検討

　従 来 ，
A ．　gramineZtS と A ．　calamus の 根 茎 は ， 前者の 皮層

中の 維管束の 外周 に 結晶細 胞 列が あ り， ま た 中心柱内に繊

維 束 を 有す る こ と で ，そ れ らの な い 後者 と組織学的 に 区別

され る と され て きた 7）．しか し今 回 ，
日 本各地 の 試料37個 体

を調査 した結果 ， 両 種 共 に ほ とん どの 株 で 結晶細胞 列 お よ

び 中心 柱 内の 繊 維 束の 存在 が 確 認 され，こ れ らは 両 種 を区

別す る明 確 な指標 とは な らな か っ た （TABLE　I），

　今 回 調 査 した 個体 は，根茎の 発 育状 態 に か な りの 違 い が

あ る （い ずれ の 個体 も生 育年数 は不 明 ） た め，根茎の 直径

をは じめ とす る すべ て の 項 目に か な りの ば らつ きが み られ

た．しか し， 横軸 に 根茎 の 皮層面積 （横切 面 の 面積
一

中心
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柱 の 面 積），縦軸 に 皮層中に お け る繊 維 束 と維 管 束 の 総 数

をプ ロ ッ トす る と，両種 と も皮層面 積 と， 繊維 束と維管束

の 総 数 が 比 例す る傾向 が 認 め られ ，
A ．　 calamzcs で は y＝

1．47x＋30．94，ノ1．　gramineztsで は y； 3．85　x ＋152．63を 中

心 に 分 布 した （Fig．1）．

　 ま た，皮 層に お け る維 管束 と繊維束 の 総数の 密度 （個 数

n ／mm2 ） は，　 A ．6伽 薦 で は 1 − 4 × 2 ／π で あ る の 1こ対

し，A ．　graminettSで は 例外 的 に 非 常 に 高密 度 な個 体 は ある

もの の ，ほ ぼ 5 〜12× 2／π の 範囲に あ り， 後者の 方が より高

密度 に 分 布す る傾向 に あ っ た （Fig．2横軸）．ま た，繊維 束

と維 管束の うち 導管を伴 うもの の 総 数 に対 す る，導管 を伴

わ ない もの の 総数 の 比 （Fig．2縦軸）は ，
　 A ．　calamzas で は

約 2 を中心 に 1．5− 　6 の 狭 い 範囲 に分 布す る の に 対 して，

A ．graminetesで は ，4 〜11．5の 範囲 に広 く分 布 した．しか

し ，
こ の 関係か ら両種を明確 に 区別す る の は か な り困難 で

あ る．

　 つ い で ，各個 体 に つ い て 皮層中の 繊維束の 最大直径 を横

軸 に ， 細 胞 間隙を形成す る最大柔細胞数 を縦軸 に プ ロ ッ ト

す る と，繊 維束の 最大直径 は，A ．　oα伽 繝 が 55〜110μ m で

あ る の に対 して ，A ．　gramineZtSが 100〜155μ m で あ り， 細

胞間隙 を 形 成す る最大柔細胞 数 は，前者 が 11〜18個 で あ る

の に 対 して 後者が 8〜10個 で，グ ラ フ 上 両種 は 明 らか に 異

な っ た 範囲に 分 布 した （Fig．3）．す な わ ち，こ の 方法 が 両

種 を区別す る手段 と して最も簡便 で ， 適 当 で あ る と判断 さ

れ た．

　 な お，今回調査 した 個体 の 染色体数 は，．4，calamtss で は

す べ て 2n ＝44，　 A ．　 gramineusで は すべ て 2n ＝ 22で あ っ

た．また，上記各項 目の 個体間 に お け る ば らつ き と産地 と

の 関 連 性 は全 く認 め ら れ な か っ た．

　 2． 精 油 成 分

　つ い で ， 各個 体 の 根 茎 部精 油 成分 に つ い て GC ／MS に よ

り検討 した （TABLE　II，　III）．Fig．4 に 典型 的 な ク ロ マ トグ ラ

ム を示 す．

　A ．gramineZtSで は ， 精油 含量に 1〜4％ と変動 が み られ

た が，すべ て が asarone （1）の ピ
ー

クの み を示 し，他 の 成

分 は 無 視 で きる 程度 で あ っ た （Fig．4a）．　 Asarone は 多く

の 場合 Z一体 が 80〜98％を占め た が ， 神戸 学 院 大栽培 品 （試

料 25）で は Z ：E＝2．7 ：1 と E一体 の 含量 が 他検体 に 比 べ 高

か っ た．微 量 成 分 と して は elemicine （2）が 常 に 1 〜2 ％ 程

度観察 され た が （TABLE 　II＞，セ ス キテ ル ペ ン 類 （5 〜7 ）

は全 く検出 され なか っ た．

　 こ れ に 対 して，A ．　calamus の 精 油 含 量 は，1．4〜6．8％ と

か な り変動 し ， また そ の 成 分 組 成に は A ．graminetcs と大き

く異なる もの が み られ た．こ れ らは 基本的 に 次 の 2 型に 分

類 され る （TABLE 　III，　Fig．4　b，4d ）．

　タ イプ A ：A ．graminet｛s と類 似 の パ ターン で ，主 と して

Z−asarone （IM の ピ
ー

ク を示 す （Fig．4b ＞．　 Z一お よ び E

asarone 以外 に セ ス キ テル ペ ン 類 5 ，6 ，7 の ピ
ー

ク を常 に
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TABLE　II．　 Compositions　in　the　Essential　Oil　of 　A ．　gramineecs　from 　Various　Localities　in　Japan

Sample　No ．a ｝ Corlected　place
Constituents　（％ ）

bレ

2 IZ IE

　 　 Yield　of
eSSential 　Oil 　（％ ）

371124892607345223232222233332Kanazawa 　U ．
Setsunan　U ，
Nagoya 　CU
Osaka 　U ．
Fukuoka 　U ．
Kobe　PC，
SerldaiTohoku

　U ．
Kanazawa
Shizuoka　U ．
Toyama 　MU ．
Kyushu　U．
Fukuyama 　U ．
Hokkaido 　U．
Kobe −Gakuin 　U．

023690825770108111101011111110820095295452037666655543095988999999999988776257525090083295222233435880925　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1
　

12

198589287722265222313111122122

a ｝See
“Materials．”b ）Structures　are 　shown 　in　Chart　1．

TABLE　III．　 Conlpositions　of 　the　Essential　Oll　of 且．　catamus 　from　Various　Localities　in　Japan

Sample　No．a，　 Collected　place GC　peak　type
　 　 　 　 　 　 3Z　　 7

Constituent　（％）
b，

625
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Yield　of
IZ　　　IE　　　Others　　essential 　oil （％）

610628387419593054721
　

2
　

1

　

11

　

　

11

　

　

　

1111

Fukuyama
Osaka　C．
Mukogawa 　U．
Kobe・Gakuin　U．
Tokushima・Bunri　U．
鋭 tsunan　U．
Toyama 　U．
Hokka正do　U ．
Shizuoka　U．
Yamanaka
Tohoku　U．
HQkuriku　U．
Kyushu　U ．
Sendai−1Kanazawa

Sendai−2FukuokaNagoya

　CU．
Hokka孟do　HU ．
Kanazawa 　U．

AAAAAAMMMMMMMMMMMMBB0．71
．21
．0

9721

1613510131

6，40
．911
．3

6617

7816310708701714537101203596888848098002　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1
　

　
　
　

@11

22708537041418541231221442040417112554　

　

　

　

　

111111

　

111111

477476111111

2．
1．
1．
1．
2．
2．
2．

7232

1．2　　92．1　　　2，
3．0　　85．7　　2．
2．5　　85．2　 　2．
1．9　　78，3　　10．
6．2　　76，3　 　1．
5，4　　64．7　 　6．

16，5　　48．7　　　3，
15．3　　　40，8　　　6．
17，7　　40．3　　　8，
15，2　　39．3　　13，
16．3　　35．4　　　7，
24，4　　33．7　　　1．
9，4　　32．5　　10，
19．3　　32．3　　　9，
28．9　　30．6　　　2．
13，9　　30．2　　　8，
15．7　　28．2　　　4．
18．8　 　23．5　　　2．
34，9　　　8．1　　　4．
22．8　 　6．0　 　2．

48180973327048874410126307919284922864　

　

　

　

　

1
　

11

　

113

　

11222

93748881589857840981351442346542254844

a ｝See “ Materials
．”b ）Structures 　are 　shown 　in 　Chart　1

伴 っ ているが，それ ら は多 くて も 総量15 ％ を 越 え ない

従
っ て クロ マ ト グ ラム は 単 純で

る． 　 タイプB ：Z − Asarone （ IM 含 量は 低く（く15 ％）

主成分 は，preisocalamendiol （5），　shyobunone （6），epishyob

one （ 7 ） な ど の セ ス キ テ ル ペン類であ る． Z 一およびEas

one 以外にelernicine （2 ）やZ− methylisoeugenol （

ﾜなどの phenylpropanoid 類 をも含ん で お り ， 複雑な

ロ マト グ ラ ムを示す（F

．4d ）． 　 この 2 つ以 外 のも の は， 両 者を混 合し たパ

ー ン（ M）を 示し ，asarone を 20 〜 50 ％（ 主 と し て勿

度 含 む が ，上 記 のセス
キ

テルペン 類 も40 〜 50 ％ 含み，

じ くクロ マ トグ ラ ムは複雑であ

（Fig ． 4c ） ． 　 こ れら のタ イ プ と内 部形 態 と の

に は全く 相 関が なかっ たが ，タイプA は ，四国 （試料12 ）

中 国 （ 試料 16 ） ，近 畿 地方 産 （試料1 ，6， 8， 20 ）の

Dcalamusにみられ （ TABLE 　 III ） ， こ れ は 藤 田 ら

j の近 畿地方
産

ショ ウブの 調 査 結果とほぼ一 致す る．本タ イプは A

graminetcs と類似す
る が ，微量 成 分 と して

C6 ， 7 のセスキテ ルペン類を含 む 点 で A ．graminetcs

区別される．な お，藤 田 ら S） は ー asarone （1勿に次ぐ成分としてZ− m

hylisoeugeno1 （3 勿 をあ げ てい る が ，

回 我 々 が 検討 し た タ イ プA す べ て の 株 に

いて，微 量 に 検出されるのみ であっ た． 　 タイプB のA ． ca

mus は北 陸 （試料2 ） ， 北 海道の 一部 のもの（試料17

のみにみら

た（ TABLE 　 III ） ． （ 263 ） N工工 一
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Fig．4．　 Typical　Gas　Chromatograms　of　Hexane 　Extracts　of 　A ．　 calamzas 　and 　A ．　gramineus
　　　　Samples ： a ）Kanazawa 　U ．（No ．23），b）Fukuyama 　U．（No ．16），　 c）Sendai・1 （No ．9），d）
　　　　Kanazawa 　U．（No．2）．
　　　　Peaks ；IE ： Easarone，1Z ： − asarone ，2 ；elemicine ，3Z ： − methylisoeugenol ，4 ： methyleugenol ，
　　　　5 ：preisocalamendiol，6 ： shyobunone ，7 ： epishyobunone ．

　 そ の 他 の 多くは，上の 2つ の タ イ プ の 混合 型 で あ っ た．

九州 大 学 栽培 品 （試 料 5 ）も混 合 型 で あ る が，上 に 述べ た

成 分 以 外 の 未 同 定 成 分 （恐 ら くセ ス キ テ ル ペ ン ） を34％含

む こ と を特徴 と して い た （TABLE 　III）．

　 こ の ように 日本産 A ．calamzas に は，成分組成 か らみ て，

phenylpropanoid （asarone ）を主成分 とす る もの （タ イプ

A ） と sesquiterpenoid を主成分 とす る もの （タイプ B ）の

2 つ の chemotype が あ り，南部の もの は概 ね タイプ A で あ

っ た．タ イプ B は 北部 の
一

部に み られ る が ，中間部 で は ほ

とん ど が それ らの 混合型 （M ）とみ な され る傾向に あ っ た．

　Phenylpropanoidと sesquiterpenoid は，生 合成経路 が

全 く異 な る の で，タ イ プ A とタ イ プ B の 違 い は 単に 生育地

の 外 的 環 境 に よ る と い うよ りは ， む し ろ何 らか の 遺伝的変

化 に 起因 して い る と考 え られ る．Wulff と Stahlmは，ヨ
ー

ロ ッ パ 産 A ．calamttS の 染色体数 2n ＝24，36，48の 3 個体

に つ い て，葉 の 精油組成 の 比 較を行 い ，染色体数 に 応 じて

精油成分 が 異な り3 倍体 （2n ＝36）は asarone を主成分 と

す るが，4 倍体 （2n＝48） は methylisoeugenol を，2 倍

体 （2n ；24）で は geranyl　acetate を主成分 と す る と報告

して い る．しか し，今回我 々 が 観察 した A ．calamt ｛s の すべ

て の 個 体 は 2n ＝44で あ っ た．　Chemotype　A，　B 間の 遺伝子

レ ベ ル で の 違 い に つ い て は 続 報 で 述 べ る．
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